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 １ 実践事項（①） 

  

          タイトル：「 小学校への円滑な接続を目指して 」 

 

 

 ２ 実践内容 

  〇職員との連携（小学校と校区内連携園５園との連絡協議会） 

   ・小学一年生の授業参観や、連携幼児施設の公開保育の参観 

   ・交流会や参観後の振り返りを行い、就学前後の子どもの姿や育ちの共通理解を図る 

   ・接続期カリキュラムの見直しを行う 

  〇小学校との交流活動 

   ・小学校の運動会練習の見学 

   ・5年生との交流（絵本の読み聞かせ、ゲーム遊び交流） 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 成果 

  ・５年生との交流会では、ゲームを楽しんだり、校舎の中に入る機会となり、小学校への憧れの気 

持ちが高まったようだった。立ち方や座り方のかっこ良さを感じた子が多く、クラスでも正しい 

姿勢を意識する姿が見られるようになった。 

・校区における保育参観や、接続期カリキュラムの見直しについての話し合いを通して、各園の子 

どもの姿や課題を共有することが出来た。各園の良さを知る良い機会となったと同時に、就学前 

を意識した援助や環境構成の大切さを感じた。 

 

 ５ 課題 

  ・１年生の運動会練習見学や５年生交流会を通し、他園の園児と会う機会となり、「１年生になる  

友達」と興味を持つ姿があった。他園と交流する時間（挨拶する等）を少しでも設け、小学校へ 

の期待につなげたい。 

・幼小連携の取り組みを報告する機会や、接続期カリキュラムについて園全体で共有する機会を 

持ち、就学前に必要なことについて考えていけるようにしていきたい。 
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運動会見学 5 年生との交流 連絡協議会の様子 


